
写真説明：アメリカのミサイル防衛と自衛隊 

 日本のミサイル防衛は、本来は日本独自のものですが、戦争立

法と日米ガイドラインで一体化していこうとしています。日本の

イージス艦（舞鶴、写真上）も米軍基地のＸバンドレーダーなど

と一体化し、ミサイル迎撃体制を整えようとしています。  

 イージス艦にはミサイルが搭載されますが、舞鶴に最近できた

のが｢ミサイル整備所」(誘導弾構成品倉庫）（写真下）。現在搭

載されているSM３ミサイルをはじめ、アメリカとの共同開発がは

じまっている射程距離の長い迎撃ミサイルなどが保管・整備され

ます。戦争立法でアメリカも舞鶴から補給を受けることが可能と

なっていくこととなります。 

米軍基地いらない京都府民の会  

 安倍内閣の戦争法で、日本が攻撃を受けていなく

ても他国に出かけていって武力行使をすることが可

能となりました。この戦争法の成立をみこして２０

１５年４月に発表された「防衛協力のための日米の

新ガイドライン」は、京丹後の米軍基地の位置付け

を一層危険なものにしています。  

連絡先：京都市中京区壬生仙念町30-2ラボール京都５階                                    
        京都総評内 京都憲法共同センター気付 電話075-801-2308 

 

２
０
１
４
年
１
０
月
、
ア
メ
リ
カ
は
、
京
都
の
最
北

端
・
京
丹
後
市
に
米
軍
基
地
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

部
隊
は
ハ
ワ
イ
に
司
令
部
を
置
き
、
「
米
陸
軍
経
ヶ
岬

通
信
所
第
１
４
ミ
サ
イ
ル
防
衛
中
隊
」
と
よ
ば
れ
て
い

ま
す
。
高
性
能
の
「
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
」
が
、
青
森

県
つ
が
る
市
に
つ
い
で
設
置
さ
れ
、
米
兵
・
軍
属
約
１

６
０
名
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
。 

 

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
は
、
大
陸
か
ら
発
射
さ

れ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
す
。
ハ

ワ
イ
の
司
令
部
と
つ
な
が
り
、
韓
国
や
グ
ア
ム

の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
に
も
ミ
サ
イ
ル
情
報
が
伝
わ

り
ま
す
。 

 

ミ
サ
イ
ル
防
衛
は
、
監
視
衛
星
や
無
人
偵
察

機
、
海
上
配
備
の
レ
ー
ダ
ー
、
陸
上
の
固
定

レ
ー
ダ
ー
な
ど
複
数
の
監
視
網
を
め
ぐ
ら
し
、

ミ
サ
イ
ル
を
捉
え
、
追
跡
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
（
上
図
参
照
）
経
ヶ
岬
に
配
備
さ
れ
た

レ
ー
ダ
ー
は
さ
ら
に
ミ
サ
イ
ル
の
弾
頭
を
識
別

す
る
能
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
ヶ
岬

の
基
地
は
、
い
わ
ば
最
前
線
の
目
と
な
る
も
の

で
す
。 

 

 

こ
う
し
て
得
た
ミ
サ
イ
ル
の
情
報
を
迎
撃
ミ

サ
イ
ル
に
指
示
を
し
ま
す
。
米
本
土
に
お
か
れ

た
射
程
の
長
い
ミ
サ
イ
ル
や
イ
ー
ジ
ス
艦
に
搭

載
し
て
い
る
ミ
サ
イ
ル
、
陸
上
の
移
動
式
の
ミ

サ
イ
ル
で
、
飛
ん
で
く
る
ミ
サ
イ
ル
を
破
壊
す

る
と
い
う
構
想
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

が
自
国
を
中
心
に
防
衛
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

（
見
開
き
へ
続
く
） 

 
 

経
ヶ
岬
の
米
軍
基
地
は 

ア
メ
リ
カ
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛

の
最
前
線
の
目 

日米新ガイドライン（軍事協力の指針） 
「他国へのミサイルを打ち落とす」 

 すでに安倍首相は２０１４年年２月の国会答弁

で、「将来可能となった場合、グアムあるいはハ

ワイに向かっていくミサイルについて、打ち落と

す能力があるのに打ち落とすことはできないの

か。」（平成２６年２月１０日、衆議院予算委員

会）と発言しています。 

 「日米新ガイドライン」は、日常的なミサイル

情報の収集をはじめ発射後の探知・追跡、迎撃ミ

サイルへの発射命令など、「ミサイル破壊措置命

令」に連動することをあらかじめ決めておき、ミ

サイル発射の兆候から「切れ目なく」発動される

ことを予定しています。 

 これでは日本を狙ったものか、アメリカ本土ま

で飛んでいくものか、見定める間もなく、ともか

く打ち上げられたミサイルを迎撃することとな

り、日本の防衛とは程遠いミサイルの打ち合いに

エスカレートしていきます。 

 こうした中で、京丹後の米軍基地はミサイル探

知で重要な役割を果たすこととなります。そのた

めこの基地の危険性は必然的に高まります。 

海から見た米軍基地とＸバンドレーダー 

 基地の下には、信仰の対象でもある「穴文殊」と呼ばれる高さ約１０メートルの「海
食洞」があります。京都府は環境データブックで、「保存が望ましい」「丹後半島の沿
岸を中心に数多くみられますが、穴文殊の海食洞は規模の上で有数の立派なもの」と評
価していました。しかし、２０１５年の京都府レッドデータブックで「要継続保護」の
対象とし、「２０１４年、Ｘバンドレーダーの施設が増築され、海からの景観が大きく
損なわれた」としました。米軍基地建設で松の木が切られ、敷地も削られました。そし
て地元の人々も穴文殊に下りられなくなりました。しかも、米軍は、２０１６年、穴文
殊の上にトイレを設置しました。 

１０００キロ先の野球のボー

ル大を見分けることができる

とされるＸバンドレーダー 

穴文殊の上に作られたトイレ。

下をコンクリート固め設置した

緑色のトレーラー。 

ねばり強く基地撤去と住民の安全
安心求めとりくみ 
 地域では、基地設置に反対し集会やデモ、

抗議行動、基地視察や交流会などがとりくまれ

ました。(写真は２０１４年１０月の１４００人の

集会のデモ）２０１６年の京丹後市長選挙では

基地設置を推進した市長が落選。住民の安全

安心を求めるとした市長が当選しました。また、

米軍司令官、住民代表も入れた安全安心連絡

会が発足し、これまでに９回会合が開かれまし

た。公開を求め、大要の議事録が出されはじめ

ました。 



写真説明 ①経ヶ岬米軍基地の様子。国道沿いに
あり、左奥に見える緑色の建屋の中にＸバンド
レーダーが設置されている。②住民住居は近く、
お寺（九品寺）がすぐ横にあり、そこから自動小
銃を持って警備に当たる米軍属がま近に見える。
③米軍基地は治外法権。立入禁止の看板。④米軍
基地の騒音が周辺住民に大きな影響を与えてき
た。写真は発電機。マフラーと防音壁がつけられ
軽減されたが、解決していない。⑤危険物が入っ
ているという表示をつけたコンテナがいくつも。
⑥米軍属が起こした交通事故の現場。 

 

米
軍
の
戦
略
は
、
日
本
政
府
の
「
日
本
の
防
衛
の
た

め
に
な
る
」
と
の
説
明
と
は
異
な
り
ま
す
。 

 
 

 

米
軍
は
、
ア
メ
リ
カ
が
先
制
攻
撃
を
行
っ
た
後
、
敵

国
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
落
す

と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
盾
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

盾
と
は
、
単
純
な
防
衛
で
は
な
く
、
攻
撃
的
な
戦
略
の

一
環
な
の
で
す
。 

 

京
丹
後
に
配
備
さ
れ
た
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
は
、
１

０
０
０
キ
ロ
先
の
野
球
の
ボ
ー
ル
大
の
も
の
を
識
別
で

き
、
ど
こ
に
飛
ん
で
い
く
の
か
な
ど
を
瞬
時
に
把
握
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

イ
ラ
ク
戦
争
で
ア
メ
リ
カ
が
真
っ
先
に
攻
撃
し
た
の

は
、
レ
ー
ダ
ー
基
地
で
し
た
。
最
前
線
の
目
で
あ
る

レ
ー
ダ
ー
基
地
は
本
質
的
に
危
険
と
な
ら
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。 

 

さ
ら
に
、
日
本
に
米
軍
基
地
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
米

兵
や
軍
属
に
よ
る
事
故
・
事
件
が
頻
繁
に
起
き
て
い
ま

す
。
米
軍
基
地
の
撤
去
を
求
め
ま
し
よ
う
。 

危
険
な
京
丹
後
の
米
軍
基
地
の 

撤
去
を
求
め
ま
し
よ
う 
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【騒 音】  
基地の発電機やレーダーの冷却機の

騒音が問題となり、米軍は、発電機

にマフラーと防音壁をつけました

が、騒音は全く無くなったわけでは

ありません。防衛省は商用電力に切

り替えるようにすると言っています

が、２０１７年１０月ごろになると

しています。 

【事故】基地が設置されて以来、

米軍関係者の運転による交通事故

が、すでに３４件発生。３１Ｋm/ｈ 

住民に多大な不安や被害が 

オーバーのスピード違反で捕まっ

たにもかかわらず、「日米地位協

定」で不起訴になった例も。米軍

関係者は高速道路料金も無料で日

本政府が払うなど異常です。 

【防衛省は約束守らず】    
防衛大臣は、当初、京都府知事や

京丹後市長に住民の安全安心をか

ならず確保するとしてきました

が、全く守られず、基地ができて

からは、住民への説明もまともに

しない有様です。 

 

 

 

 

 

 米軍は６３カ国、７３７ヶ所（国外）

の基地を所有していると見られていま

す。しかし、米軍関係者がその国の法律

を守られなくても良いとするのは日本だ

けです。韓国、イタリア、ドイツをはじ

め、最近ではイラクでも、基地の管理権

もその国の政府にあり立入検査もおこな

えます。事故があった時も、その国の法

律が適用され、検証されます。環境に対

する権限もその国の政府にあります。 

 日本だけが、米軍関係者は治外法権

で、犯罪を犯しても公務中なら１００％

（第一次裁判権は米側）、それ以外では

基地内に逃げ込めば犯罪の立証が難しく

なり、米軍関係者の犯罪の８割が不起訴 

で、住民の多くが泣き寝入りさせられ

ています。これを認めているのが日米

地位協定（１９６０年）です。自民党

政府は、成立時、米軍基地内にも日本

の法律は適用されると答弁していまし

たが、密約（すでにアメリカでは機密

解禁文書とされ公表されている）で反

故にしました。その後もこの屈辱的な

協定を放置したままです。 

 こうした米軍特権を認め、国民の税

金を注ぎこむ（日本が負担する米軍駐

留費用は２０１５年で３７２５億円）

異常な状況を無くすよう求めましよ

う。 

 

② 

米軍関係者の特権的地位を認める 
日本政府の異常 

米軍基地設置の主な経過 

【２０１３年】２月２２日 日米首脳会談 両政府
が経ヶ岬・宇川に米軍Xバンドレーダー基地設置で合
意 ９月１０日 知事と市長が防衛大臣と会談。要
請事項を提出し基地受け入れへ【２０１４年】５月
２７日 米軍基地工事の着工１０月２１日 深夜、
Ｘバンドレーダーを搬入 現地抗議行動 
１０月２２日米陸軍第１４ミサイル防衛中隊が発足
式（米兵約２０名、軍属（警備〈シェネガ社〉とエ
ンジニア〈レイセオン社〉約１４０名）１２月２７
日 Ｘバンドレーダーの本格稼働  
 
○試用段階から発電機の騒音が大問題に。米軍はマ

フラーと防音壁を設置。基地真横の九品寺での騒
音は、いまだに環境基準を超える。 

○レーダー前面に飛行禁止区域を設定。ドクターヘ
リの運航にレーダーの停止が必要に。ハワイの司
令部の許可の上でしか飛べなくなった。 

○米軍再編交付金 京丹後市に１０年で約３０億円
程度に。  

福知山自衛隊基地で米軍と軍属が射撃訓練！？ 

 米軍の要望に応えて政府は、福知山自衛隊駐屯地

を日米共同使用とし、米軍・軍属が射撃訓練ができ

るようにしようとしています。 

 米軍基地から福知山までは約１時間あまり。武器

弾薬も運び、年に４回２０日間程度射撃訓練をする

としています。このようなことを許せば、公私とも

に福知山市に米軍と軍属がくることとなります。交

通事故のすべてに対応すると言っていた防衛省のウ

ソも明らかとなり、不安の声が出ています。第二の

米軍基地づくりとなると抗議の声が相次いていま

す。 

富士山での米軍の訓練。経ヶ

岬の米軍と軍属は東富士で定

期的に訓練をしているが、遠

方との理由から福知山で訓練

をしようとしている。 


